
収
蔵
文
書
の
紹
介

（
平
成
２０
年
６
月
２４
日
～
９
月
２０
日
）

佐佐佐
伯伯伯
郡郡郡
海海海
老老老
塩塩塩
浜浜浜
・・・
山山山
中中中
家家家
文文文
書書書

は
じ
め
に

昨
年
度
、
享
保
二
十
一
年
（
一
七
一
七

）、
か
ら
二
代
、
約
七
十
五
年

間
に
わ
た
っ
て
佐
伯
郡
海
老
塩
浜（
現
広
島
市
佐
伯
区
海
老
園
な
ど
）

の
庄
屋
な
ど
を
勤
め
た
山
中
家
文
書
（
家
号
は
吉
和
屋
）
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
寛
永
三
年
（
一
六
二
六

）
か
ら
明
治
四
年
（
一
八
七
一

）
ま
で

の
計
一
〇
一
点
で
、
散
逸
し
て
古
書
店
に
出
て
い
た
も
の
で
す
。
こ

の
展
示
で
は
、
そ
の
う
ち
主
要
な
数
点
を
紹
介
し
ま
す
。

享
和
二
年
（
一
八
〇
二

）
六
月
、
長
崎
か
ら
の
帰
路
に
山
陽
道
を
旅

し
た
尾
張
の
商
人
菱
屋
半
七
（
吉
田
重
房
）
は
、「
筑
紫
紀
行
」
の
中

で
、「
浪
打
際
を
三
十
丁
計
行
け
ば
五
日
市
町
。人
家
百
軒
計
道
の
北

に
町
を
成
し
て
、
み
ち
の
南
は
塩
浜
な
り
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
当

時
の
五
日
市
の
沿
岸
部
に
は
塩
浜
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

赤
穂
の
技
術
を
導
入
し
、
賀
茂
郡
竹
原
に
広
島
藩
領
内
で
は
じ
め

て
の
入
浜
塩
田
が
開
発
さ
れ
た
の
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇

）
で
し
た
。

竹
原
塩
田
の
成
功
に
よ
り
、
領
内
沿
岸
部
に
は
次
々
と
塩
田
が
開
発

さ
れ
ま
す
。
海
老
塩
浜
は
そ
の
う
ち
で
も
い
ち
早
く
、
万
治
元
年
（
一

六
五
八

）
に
、
五
日
市
村
の
西
沖
、
現
在
の
海
老
山
の
西
側
に
、
藩
の

御
手
浜
と
し
て
開
発
さ
れ
、
一
村
と
な
り
ま
し
た
。
延
宝
三
年
（
一
六

七
五

）
の
「
安
芸
国
佐
伯
郡
海
老
新
田
地
詰
帳
」
に
よ
れ
ば
、
塩
浜
面

積
は
村
全
体
の
三
八
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

塩
の
質
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
塩
味
が
強
く
、
山
県
・

高
田
・
高
宮
諸
郡
や
石
州
・
防
州
へ
移
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

し
だ
い
に
廃
れ
、
当
初
九
九
浜
あ
っ
た
塩
浜
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九

）

に
は
二
一
浜
（
九
軒
）
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
山
中
家
も
海
老
塩

浜
の
衰
退
と
と
も
に
、
次
第
に
す
た
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
文
書
か
ら

も
う
か
が
え
ま
す
。

な
お
、
山
中
家
の
初
代
孫
左
衛
門
は
佐
伯
郡
草
津
村
の
商
人
で
、

戦
国
大
名
尼
子
氏
の
再
興
を
図
り
、
播
磨
国
上
月
城
に
籠
城
し
た
山

中
幸
盛
（
鹿
介
）
の
娘
・
盛
江
を
妻
に
し
て
い
ま
す
。
西
区
古
江
の

海
蔵
寺
（
曹
洞
宗
）
に
は
、
盛
江
の
墓
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
西
村

晃
）

参
考
文
献
／
「
芸
藩
通
志
」
巻
五
二
（
文
政
八
年
）、
文
政
二
年

「
国
郡
志
御
用
ニ
付
郡
辻
書
出
帳

佐
伯
郡
」（
『
廿
日
市
町
史
』

資
料
編
Ⅱ
、
昭
和
五
十
年
）、『
佐
伯
郡
誌
』（
大
正
七
年
）、『
五

日
市
町
誌
』
上
（
昭
和
四
十
九
年
）

１

清
四
郎
・
玄
俊
・
六
兵
衛
の
扱
い
に
つ
き
一
札

寛
文
六
年
（
一
六
六
六

）
八
月
二
十
一
日

山
中
家
文
書
八

吉
和
屋
弥
右
衛
門
が
新
兵
衛
に
家
督
を
譲
る
に
当
た
り
、（
息
子

た
ち
か
、
少
な
く
と
も
）
一
族
と
思
わ
れ
る
「
つ
ま
い
ね
清
四
郎
」

「
玄
俊
」「
六
兵
衛
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定
め
た
一
札
。

清
四
郎
へ
は
自
分
た
ち
が
元
気
な
う
ち
は
援
助
す
る
。
玄
俊
は
商

い
で
身
を
立
て
さ
せ
よ
う
と
援
助
し
た
が
、
分
別
も
な
く
全
額
遣
い

き
っ
て
し
ま
っ
た
。
追
い
出
そ
う
と
も
考
え
た
が
、
不
憫
に
思
い
、

上
京
の
う
え
医
者
の
勉
強
を
さ
せ
た
。多
額
の
費
用
が
か
か
っ
た
が
、

一
代
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
や
っ
た
。
し
た
が
っ
て
今

後
の
援
助
は
無
用
で
あ
る
。
六
兵
衛
は
生
後
二
十
日
し
て
養
子
に
出

し
た
。
成
人
後
に
商
売
の
元
手
に
と
両
三
度
と
援
助
し
た
が
、
一
文

無
し
と
な
っ
た
上
却
っ
て
自
分
た
ち
に
損
害
を
か
け
る
始
末
で
あ
っ

た
。
今
後
は
一
文
も
与
え
る
必
要
は
な
く
、
放
蕩
し
て
い
る
宮
島
か

ら
帰
っ
て
も
追
い
出
せ
と
、
か
な
り
手
厳
し
い
。

２

荒
浜
開
発
に
つ
き
加
勢
願
書

貞
享
元
年
（
一
六
八
四

）
五
月
二
十
二
日山

中
家
文
書
一
一

草
津
吉
和
屋
（
山
中
）
弥
右
衛
門
が
海
老
塩
浜
の
荒
浜
二
軒
を
開

発
す
る
た
め
、
そ
の
加
勢
を
村
方
へ
願
い
出
た
文
書
で
あ
る
。

瀬
戸
内
海
の
入
浜
塩
田
は
、
遠
浅
の
干
潟
地
に
堤
防
を
造
り
、
干

拓
し
て
内
部
の
砂
地
を
平
ら
に
し
、
満
潮
・
干
潮
の
中
位
に
塩
田
面

を
築
く
。
干
満
差
を
利
用
し
て
塩
田
内
に
海
水
を
入
れ
て
地
盤
に
浸

透
さ
せ
、
毛
細
管
現
象
に
よ
っ
て
砂
層
上
部
に
海
水
を
供
給
し
、
太

陽
熱
と
風
で
水
分
を
蒸
発
さ
せ
て
鹹
砂
（
塩
分
が
付
着
し
た
砂
）
を

得
る
。

三
郎
右
衛
門
と
九
左
衛
門
が
持
主
で
あ
っ
た
塩
浜
二
軒
は
、
高
い

と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、
海
水
の
導
入
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
。
地
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か
い
ろ
う



下
げ
を
行
う
た
め
に
は
一
四
〇
〇
～
一
五
〇
〇
人
の
人
夫
が
必
要
と

な
る
の
で
、
村
方
に
加
勢
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
肩
書
は
「
草
津
」
と
あ
る
が
、
三
年
後
の
貞
享
四
年
、

塩
浜
持
主
九
左
衛
門
と
源
七
、
弥
左
衛
門
と
の
間
で
塩
浜
の
交
換
協

議
が
成
立
し
て
弥
左
衛
門
も
浜
主
と
な
り
、
海
老
塩
浜
へ
居
を
構
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３

釜
焼
源
三
郎
請
状

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六

）
十
二
月

山
中
家
文
書
九
二

塩
生
産
の
作
業
工
程
で
必
要
な
釜
焼
き
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る

際
の
身
元
請
状
で
あ
る
。
商
家
へ
奉
公
す
る
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な

身
元
保
証
人
が
作
成
し
た
文
書
が
必
要
で
あ
っ
た
。
釜
焼
き
と
は
鹹

水
か
ら
塩
を
結
晶
さ
せ
る
作
業
の
こ
と
。
入
浜
塩
田
か
ら
集
め
ら
れ

た
鹹
砂
（
塩
分
が
付
着
し
た
砂
）
は
沼
井
に
入
れ
ら
れ
、
海
水
を
注

ぎ
塩
分
を
溶
解
し
て
濃
厚
な
鹹
水
（
海
水
の
七
～
一
二
倍
）
を
採
取

す
る
。こ
れ
を
釜
屋
で
煮
詰
め
て
結
晶
さ
せ
、塩
を
得
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
は
文
字
が
癖
字
で
、
読
め
な
い
箇
所
が
あ
る
。
契
約
期

間
は
翌
年
十
二
月
ま
で
の
一
年
間
、
奉
公
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
前

借
り
し
た
銀
四
〇
匁
の
返
済
の
こ
と
、
契
約
期
間
内
に
病
気
や
そ
の

他
の
事
情
か
ら
源
三
郎
が
釜
焼
き
の
作
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
証
人
の
源
蔵
が
責
任
を
負
う
こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

４

ふ
き
婚
儀
諸
入
用
控

明
和
二
年
（
一
七
六
五

）
四
月

山
中
家
文
書
七
五

山
中
家
の
娘
と
思
わ
れ
る
「
ふ
き
」
が
婚
礼
す
る
に
当
た
り
、
嫁

ぎ
先
へ
持
参
す
る
嫁
入
り
道
具
の
購
入
代
、
周
辺
の
人
々
に
渡
し
た

祝
儀
代
な
ど
、
諸
入
用
の
目
録
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
大

名
家
で
は
贅
を
尽
く
し
た
婚
礼
道
具
が
用
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十
七
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
は
、
力
を
持
ち
始
め
た
町
人
た
ち
か
ら
、
そ

の
大
袈
裟
な
武
家
の
婚
礼
支
度
を
真
似
る
よ
う
に
な
り
、
婚
礼
儀
式

や
、
婚
礼
道
具
を
整
え
る
慣
習
が
庶
民
に
ま
で
浸
透
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

山
中
家
で
も
「
ふ
き
」
の
た
め
に
、
葛
籠
・
駕
籠
・
長
持
・
箪
笥
・

箱
提
灯
と
い
っ
た
諸
道
具
や
、
本
紅
（
羽
二
重
の
紅
絹
）・
浅
黄
・
萌

黄
の
生
地
や
着
物
類
な
ど
を
調
え
て
い
る
。
な
か
に
は
双
六
の
よ
う

な
遊
戯
具
も
見
え
る
。
総
計
は
銀
二
貫
目
余
で
あ
る
。

５

浜
仕
入
銀
借
用
証
文

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二

）
十
二
月

山
中
家
文
書
四
六

油
屋
作
兵
衛
が
塩
浜
経
営
に
当
た
り
、
仕
入
れ
銀
不
足
の
た
め
、

海
老
塩
浜
の
有
力
な
浜
主
四
家
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
五
〇
匁
ず
つ
、
計

一
貫
目
を
借
用
し
た
証
文
。
享
保
年
間
以
降
、
瀬
戸
内
各
地
で
は
塩

田
の
濫
造
に
よ
り
生
産
過
剰
を
招
き
、
塩
価
の
暴
落
す
る
塩
田
不
況

が
始
ま
り
、
宝
暦
・
明
和
年
間
ご
ろ
に
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
こ
の

借
用
証
文
も
塩
田
不
況
と
は
無
縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

６

塩
浜
の
売
渡
し
証
文

寛
政
三
年
（
一
七
九
一

）
四
月

山
中
家
文
書
八
九

三
原
屋
新
次
郎
が
山
中
屋
（
吉
和
屋
の
一
族
か
）
弥
五
兵
衛
へ
塩

浜
を
売
却
し
た
証
文
。
三
原
屋
は
五
の
資
料
に
も
見
え
る
海
老
塩
浜

で
も
有
力
な
浜
主
で
あ
っ
た
。
塩
田
不
況
に
よ
り
、
有
力
な
浜
主
も

塩
浜
を
や
む
な
く
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
塩
浜

は
上
々
浜
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
塩
浜
の
中
で
も
最
も
生
産
性
が
高
い

塩
浜
の
は
ず
で
あ
る
。

７

家
法

天
保
四
年
（
一
八
三
三

）
一
月山

中
家
文
書
二

商
家
文
書
で
「
家
法
」
と
い
う
と
、
子
孫
や
一
族
、
使
用
人
な
ど

に
対
し
て
書
き
残
す
「
家
訓
」
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
「
家

法
」
は
、
五
年
間
に
一
家
が
守
る
べ
き
倹
約
の
内
容
を
、
光
禅
寺
（
旦

那
寺
か
）
と
一
族
に
誓
約
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

山
中
家
も
、
塩
田
不
況
の
影
響
か
ら
か
塩
浜
経
営
に
失
敗
し
、
多

額
の
借
金
を
背
負
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
経
営
建
て
直
し
仕
法
の

一
貫
と
し
て
五
ヶ
年
の
「
諸
事
大
倹
約
」
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
禁

酒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、家
族
五
人
の
食
事
の
内
容
ま
で
決
め
ら
れ
、

一
日
の
食
費
は
二
匁
に
抑
え
ら
れ
た
。
ま
た
暇
を
出
し
た
番
頭
の
代

わ
り
に
、
当
主
自
身
が
早
起
き
し
て
精
出
す
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

か
ん
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８

廿
日
市
に
お
い
て
酒
場
開
業
願
書

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九

）
七
月
十
六
日山

中
家
文
書
二
六

広
島
藩
が
草
津
の
山
中
家
屋
敷
に
御
茶
屋
（
藩
の
公
的
な
宿
泊
施

設
）を
設
置
し
た
た
め
、山
中
家
の
酒
場
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。

塩
浜
を
忰
に
譲
る
に
当
た
り
、
そ
の
替
わ
り
に
廿
日
市
で
酒
場
を
開

業
し
た
い
の
で
、
許
可
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
こ
の
願
書
の
趣
旨

で
あ
る
。
近
年
は
寒
が
強
い
の
で
、
往
来
の
旅
人
や
、
畠
へ
出
る
百

姓
が
冷
え
た
と
き
、
に
ご
り
酒
を
飲
ん
だ
な
ら
気
力
も
回
復
す
る
だ

ろ
う
と
い
う
。

し
か
し
、
草
津
に
藩
の
御
茶
屋
が
設
置
さ
れ
た
事
実
が
な
い
こ
と

（
寛
永
十
年
、
藩
は
御
茶
屋
を
領
内
に
二
五
ヶ
所
に
三
軒
ず
つ
御
茶

屋
を
建
設
し
た
が
、
佐
伯
郡
で
は
草
津
で
は
な
く
廿
日
市
に
建
設
さ

れ
て
い
る
）、
願
書
の
末
尾
が
「
酒
場
之
願
申
上
、
已
上
」
と
、
藩
へ

の
願
書
に
し
て
は
ぞ
ん
ざ
い
過
ぎ
る
こ
と
、
こ
の
文
書
は
藩
へ
提
出

し
た
控
だ
と
し
て
も
、
藩
の
役
人
「
龍
神
」
を
「
瀧
（
滝
）
神
」
と

誤
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
文
書
に
は
い
く
つ
か
疑
義
が
あ
る
。

９

讃
岐
国
三
木
郡
牟
礼
村
弥
一
郎
の
書
状

十
一
月
七
日

山
中
家
文
書
九
三

こ
れ
は
讃
岐
国
三
木
郡
牟
礼
村
（
現
香
川
県
高
松
市
牟
礼
町
）
か

ら
五
日
市
村
庄
屋
山
中
弥
右
衛
門
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。

佐
伯
郡
五
日
市
村
か
ら
息
子
と
一
緒
に
四
国
遍
路
の
旅
に
出
た

彦
四
郎
は
、
讃
岐
国
三
木
郡
牟
礼
村
で
病
気
と
な
っ
た
。
牟
礼
村
の

村
役
人
弥
一
郎
は
彦
四
郎
を
医
者
に
見
せ
、
薬
を
飲
ま
せ
る
な
ど
看

護
し
た
が
、
歩
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彦
四
郎
は
、
親
子
と
も

に
村
継
ぎ
で
郷
里
ま
で
送
り
届
け
て
欲
し
い
と
願
い
出
た
た
め
、
弥

一
郎
は
そ
の
手
続
き
を
取
り
、
村
か
ら
送
り
出
し
た
。

こ
う
し
て
彦
四
郎
親
子
は
、
牟
礼
村
か
ら
五
日
市
村
ま
で
の
経
路

の
各
村
の
好
意
に
よ
る
村
継
ぎ
送
り
に
よ
り
、
無
事
十
月
二
十
一
日

に
郷
里
五
日
市
村
に
到
着
し
た
。
庄
屋
山
中
弥
右
衛
門
ら
は
さ
っ
そ

く
贈
り
物
を
添
え
て
丁
重
な
礼
状
を
牟
礼
村
に
送
っ
た
。
こ
れ
は
そ

の
返
書
で
あ
る
。
彦
四
郎
親
子
が
無
事
帰
国
し
た
こ
と
を
聞
い
て
、

牟
礼
村
の
人
々
も
大
変
喜
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
時
代
の
旅
は
危
険
が
と
も
な
い
、
と
き
に
は
病
気
に
な
っ
て

旅
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

互
助
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
病
気
の
旅
人
で
も
無
事
帰
国
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

【
参
考
】
山
中
幸
盛
（
鹿
介
）
の
娘
盛
江
の
墓
（
海
蔵
寺
境
内
）

山
中
家
（
吉
和
屋
）
の
初
代
孫
左
衛
門
の
妻
は
山
中
幸
盛
（
鹿
介
）

の
娘
・
盛
江
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
草
津
城
主
児
玉
周
防
守
は
、
当

時
草
津
で
魚
な
ど
を
商
っ
て
い
た
孫
左
衛
門
を
見
込
み
、
当
時
毛
利

家
か
ら
あ
ず
か
っ
て
い
た
山
中
幸
盛
の
娘
の
盛
江
と
結
婚
さ
せ
た
。

孫
左
衛
門
と
盛
江
と
の
間
に
は
、
長
男
の
弥
右
衛
門
と
二
男
の
孫
兵

衛
（
一
説
に
鴻
池
家
始
祖
山
中
幸
元
、
幸
元
は
幸
盛
の
子
と
も
い
う
）

が
生
ま
れ
た
と
い
う
。こ
れ
ら
の
真
偽
は
明
ら
か
で
は
な
い
。な
お

孫
左
衛
門
と
盛
江
は
吉
和
屋
の
菩
提
寺
で
あ
る
草
津
の
浄
教
寺
（

土
真
宗
）
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七

）
に
子
孫

手
に
よ
っ
て
古
江
の
海
蔵
寺
（
曹
洞
宗
）
に
改
葬
さ
れ
た
。山中幸盛（鹿介）の娘盛江の墓（海蔵寺境内）

下寺和男氏撮影

む

れ

、浄の-3-



収
蔵
文
書
の
紹
介

展
示
文
書
解
読
文

１

清
四
郎
・
玄
俊
・
六
兵
衛
の
扱
い
に
つ
き
一
札

覚

一
つ
ま
い
ね
清
四
郎
ニ
ハ
我
等
存
命
之
内
少
ツ
ヽ

銀
子
遣
し
済
シ
申
候

一
玄
俊
儀
、
商
之
本
手
ニ
銀
子
度
々
渡
シ
候
へ
共
、

無
分
別
も
の
ニ
て
無
残
遣
捨
、
追
出
し
可
申
候

と
存
候
へ
と
も
、
不
便
ニ
存
、
京
都
へ
上
せ
、
医
者

学
問
さ
せ
、
銀
子
大
分
入
候
へ
と
も
、
一
代
之
す
き
ハ
ひ
ニ

仕
付
申
候
、
此
上
ハ
以
来
銭
壱
文
に
て
も
合
力
仕

申
間
敷
候

一
六
兵
衛
事
ハ
生
落
廿
日
程
仕
、
人
之
養
子
ニ
遣
候
、

せ
い
人
仕
、
商
之
本
手
ニ
銀
子
両
三
度
合
力
仕
候
へ
共
、

す
り
き
り
も
の
ニ
て
取
遣
、
我
等
損
ニ
仕
申
候
、

以
来
銭
な
ら
ハ
壱
文
に
て
も
遣
申
間
敷
候
、
た

と
へ
宮
嶋

爰
元
へ
戻
り
候
ハ
ヽ
追
出
し
可
申
候

右
之
通
ニ
候
間
、
其
心
得
可
有
之
如
件

寛
文
六
年

よ
し
わ
や

八
月
廿
一
日

弥
右
衛
門
（
花
押
）

新
兵
衛
殿

２

荒
浜
開
発
に
つ
き
加
勢
願
書

「
浜
手
形
ひ
か
へ

五
日
市
塩
浜
」

覚

一
塩
浜
弐
軒

三
郎
右
衛
門

九
左
衛
門

右
之
浜
荒
乙
在
之
候
ニ
付
、
私
望
ニ
奉
存
候
浜
主

両
人
衆
へ
御
相
談
被
成
、
埒
明
申
候
ハ
ヽ
申
請
度

奉
存
候
、
此
浜
地
行
高
ク
、
か
れ
潮
入
不
申
故
、

潮
付
悪
敷
御
座
候
由
承
申
候
、
地
下
ケ
ニ
夫
数

千
四
五
百
人
も
入
申
と
積
り
申
候
、
此
内
御
見

分
次
第
ニ
夫
御
加
勢
被
成
被
下
候
ハ
ヽ
、
浜
近
日

仕
立
、
御
影
ニ
而
浜
主
ニ
も
罷
成
候
ハ
ヽ
忝

奉
存
候
、
以
上

草
津
吉
和
屋

貞
享
元
年
五
月
廿
二
日

弥
右
衛
門
（
花
押
）

塩
浜
庄
屋新

兵
衛
殿

同

又

助
殿

同
組
頭

甚
左
衛
門
殿

同

半
兵
衛
殿

３

釜
焼
源
三
郎
請
状

釜
焼
請
状
之
事

一
貴
家
御
釜
焼
御
召
抱
被
成
ニ
附
□
□
□
此

源
兵
衛
与
申
者
慥
成
ル
者
ニ
御
坐
候
ニ
附
私
受
合

罷
立
御
釜
焼
仕
せ
申
候
、
約
束
之
儀
者
当
子
極
月

来
丑
極
月
迄
念
入
相
勤
さ
せ
可
申
候
、

御
□
貸
銀
四
拾
目
御
貸
被
下
慥
受
取
申
候
、

御
返
弁
之
儀
ハ
御
貸
銀
之
内
五
分
内
九
月
ニ
御
□

罷
在
候
、
然
ル
上
ハ
御
約
束
之
通
万
端
念
入
無
違

相
勤
せ
可
申
候
、
若
御
切
之
内
病
気
之
節
ハ
又
差

合
之
節
ハ
□
替
仕
差
上
ケ
可
申
、
万
一
取
違
、
見
落
、

如
何
様
成
不
時
出
来
仕
候
共
私
罷
出
、
御
望
之
通

埒
明
可
申
、
若
又
被
得
附
之
儀
相
背
か
、
又
ハ
不
埒
之

儀
ニ
附
御
暇
被
遣
候
節
ハ
御
□
銀
其
外
借
々
共

月
壱
歩
半
利
足
加
へ
、
御
好
之
通
御
返
弁
可
仕
候
、

其
時
一
言
御
断
申
間
敷
候
、
右
之
条
々

□
々
相
違
無
御
座
候
、
仍
而
請
状
如
件

文
化
十
三
年

釜
焼

子
極
月

源
三
郎
（
爪
印
）

受
人

源
蔵
（
○
印
）

は
ま吉

和
屋
様

４

ふ
き
婚
儀
諸
入
用
控

明
和
弐
年
酉
四
月

ふ
き
婚
儀
諸
入
用
控

一
銀
四
拾
弐
匁

つ
ゝ
ら
一
荷

外
ニ
五
匁

緒
取

一
四
拾
八
匁

四
つ
手
駕
籠

外
ニ
弐
匁

し
ふ
り
之
代

□
箱
壱
荷

棒
代
共

一
弐
拾
八
匁

□
行
壱
張

一
七
拾
八
匁
弐
分

本
紅
壱
疋

一
三
拾
九
匁

浅
黄
拾
壱
疋

一
四
拾
目
弐
分

萌
黄
一
疋

一
拾
四
匁
五
分

赤
せ
ん
一
枚

一
十
四
匁

花
せ
ん
一
枚

〆
三
百
八
拾
壱
匁
四
分

外
ニ
七
匁
五
分

下
り
舟
具

右
者
明
和
元
年
申
極
月
廿
八
日
、
草
津

万
屋
八
右
衛
門
払

申
九
月

同
閏
極
月
迄

一
三
百
九
拾
目
五
分
四
厘

わ
か
さ
屋
買
物
着
類
代

一
四
拾
五
匁

長
持
一
さ
を

一
六
拾
五
匁

同
一
さ
を

一
四
拾
五
匁

行
器
壱
荷

一
弐
拾
三
匁
五
分

り
や
う
し
一
組

一
六
拾
八
匁

手
道
具
一
組

（
後
略
）

５

浜
仕
入
れ
銀
借
用
証
文

借
用
仕
銀
子
之
事

一
正
銀
弐
百
五
拾
目

吉
和
屋

出
銀

一
同

弐
百
五
拾
目

三
原
屋

出
銀

一
同

弐
百
五
拾
目

高
木
屋

出
銀

一
同

弐
百
五
拾
目

若
屋

出
銀

銀
〆
壱
貫
目
之
辻

但
利
足
加
詰
弐
割

右
者
此
度
浜
為
仕
入
前
書
之
通
四
軒


御
貸
シ
被
下
、
忝
慥
ニ
借
用
仕
申
処
実
正

明
白
ニ
御
座
候
、
御
返
弁
之
儀
ハ
来
酉
之
暮

元
利
共
無
相
違
急
度
御
調
可
申
候
、
若

一
六
拾
九
匁
五
分
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相
滞
申
儀
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
い
か
様
共
各
様
思
召

之
通
ニ
可
仕
候
、
其
時
ニ
至
毛
頭
違
背
仕
申

間
鋪
候
、
為
後
日
手
形
仕
相
渡
シ
申
処
仍
而
如
件

借
り
主
油
屋

宝
暦
弐
年
申
極
月

作
兵
衛
㊞

加
判

作
十
郎
㊞

証
人清

水
屋

助
次
郎
㊞

吉
和
屋

才
右
衛
門
様

若
屋

□
平
次
様

三
原
屋

新
次
郎
様

高
木
屋

七
郎
兵
衛
様

６

塩
浜
の
売
渡
し
証
文

永
代
ニ
売
渡
浜
地
之
事

一
上
々
浜
六
反
九
畝
三
歩

分
米
拾
三
石
壱
斗
弐
升
九
合

一
上
々
浜
六
反
九
畝
廿
四
歩

分
米
拾
三
石
弐
斗
六
升
弐
合

分
米
合
弐
拾
六
石
三
斗
九
升
壱
合

内

惣
浜
沖
弓
引
請

拾
石

之
節
前
酉
年


荒
浜
高
引
ケ

残
テ
分
米
拾
六
石
三
斗
九
升
壱
合

外
ニ
建
家
部
屋
弐
軒
、
釜
屋
壱
軒
納
屋

壱
軒
、
大
坪
三
軒
、
其
外
浜
付
諸
道
具
共

代
銀
六
貫
五
百
目

右
之
浜
地
永
代
売
渡
、
代
銀
慥
ニ
受
取
申
候
処

実
正
明
白
ニ
御
座
候
、
然
ル
上
者
此
浜
地
之
儀
ニ
付

私
儀
者
不
及
申
、
子
々
孫
々
至
迄
聊
申
者
無

御
座
候
、
若
脇

何
角
与
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
此
紙
面
ヲ
以

急
度
御
沙
汰
可
被
成
候
、
為
後
日
庄
屋
・
与
頭
衆
中
之

御
印
形
取
証
文
相
調
相
渡
申
候
所
依
而
売
券

状
如
件寛

政
三
年

売
主
三
原
屋

亥
四
月
廿
二
日

新
次
郎
㊞

証
人
三
保
屋

弥
右
衛
門

山
中
屋

弥
五
兵
衛
殿

前
書
之
通
承
届
ケ
候
、
帖
切
相
調

申
候
処
仍
而
印
形
如
件

塩
浜
庄
屋

寛
政
三
年

弥
右
衛
門
㊞

亥
四
月

同

与
頭

多
四
郎
㊞

同

武
兵
衛
㊞

８

廿
日
市
に
お
い
て
酒
場
開
業
願
書

覚

草
津
之
私
家
屋
敷
ニ
六
七
年
跡
ニ

御
公
儀
様

御
茶
屋
を
被
為
立
候
ニ
付
、
其
内
ニ
酒
場
壱
ヶ
所

す
た
り
申
候
、
其
替
共
被
為
思
召
分
酒
場
一
ヶ
所
廿
日
市
ニ
而
御
免
シ

被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
、
当
分
請
酒
成
共
仕
、
□
過
仕
候
ハ
ヽ
後
々
ハ

に
こ
り
酒

ニ
而
も
少
ツ
ヽ
造
候
而
御
運
上
指
上
候
様
ニ
仕
度
奉
存
候
、
塩
浜
ハ
倅
ニ

相
渡
御
役
儀
仕
候
、
近
年
ハ
つ
よ
き
寒
仕
、
往
来
之
旅
人
、
百
性
中

野
畠
へ
出
候
而
ハ
ひ
ゑ
す
く
ミ
動
も
成
不
申
候
折
節
、
に
こ
り
酒
之少

ツ
ヽ
も

被
下
候
も
の
ハ
気
力
を
得
、
薪
成
共
切
求
、
身
命
を
続
申
由
ニ
御
座
候
、

乍
然
万
民
御
助
ニ
も
成
可
申
様
ニ
奉
存
候
、
就
夫
酒
場
御
免
シ
被
下
候
ハ
ヽ

難
有
奉
存
候
、
三
ヶ
年
之
悪
年
ニ
大
分
損
仕
候
故
、
御
慈
悲
之
下
ニ
而

取
続
申
度
、
酒
場
之
願
申
上
、
已
上

吉
和
屋

元
禄
十
二
年
卯
ノ
七
月
十
六
日

弥
右
衛
門

（花押 進
藤
吉
太
夫
様

滝
神
七
兵
衛
様

八
嶋
久
兵
衛
様

９

讃
岐
国
三
木
郡
牟
礼
村
弥
一
郎
の
書
状

如
来
命
未
得
御
意
候
得
共
、

御
切
紙
致
拝
見
候
、
各
様
弥

御
堅
固
被
成
御
勤
、
珍
重
奉

存
候
、
然
者
御
村
方
彦
四
郎

親
子
四
国
辺
路
罷
出
候
所
、

右
彦
四
郎
義
於
村
方
病
気

付
候
ニ
付
、
医
師
江
見
せ
服
薬

仕
候
得
共
、
何
分
歩
行
不
相
叶

候
ニ
付
、
村
送
り
致
呉
候
様
申

出
候
ニ
付
、
親
子
共
村
順
ニ
送
り

戻
り
候
所
、
去
月
廿
一
日
無
障

致
帰
村
候
由
御
申
越
之
趣
致

承
知
候
、
右
ニ
付
為
御
挨
拶
別

紙
御
目
録
之
通
被
送
下
、
御

叮
嚀
成
ル
御
儀
忝
奉
存
候
、

併
遠
境
被
入
御
念
御
心
配

被
下
候
儀
故
、
御
紙
面
之
趣
を
以

致
披
露
候
所
、
何
分
拙
者


御
礼
可
然
様
可
得
御
意
旨
申

聞
候
、
右
御
挨
拶
、
御
報
旁
如
此

御
座
候
、
以
上

讃
州
三
木
郡
牟
礼
村
役
所弥

一
郎

十
一
月
七
日

正
友
（
花
押
）

芸
州
佐
伯
郡
五
日
市
村
庄
屋

山
中
弥
右
衛
門
様

高
木
新
八
様
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展
示
の
古
文
書
の
解
読
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う

-6-



【
７

家
法

解
読
文
】

家

法

一
五
ヶ
年
之
間
諸
事
大
倹
約

附
、
先
祖
之
年
忌
法
事
等
仕
来
り

よ
り
拾
か
一
仕
候
事

一
一
家
中
音
信
贈
答
一
切
相
断

申
度

一
毎
日
朝
粥
、
昼
麦
飯
五
斗
、
味
噌
汁
、

夕
麦
飯
之
茶
漬
、
香
物
ニ
不
過
、
家
内

五
人
ニ
而
米
・
麦
・
野
菜
物
・
薪
、
諸
事

之
価
弐
匁
ニ
而
相
済
シ
可
申
事

一
禁
酒附

、
近
辺
之
御
懇
家
、
譬
遠
方
之

御
一
類
方
御
越
し
有
之
候
共
、
酒
出
不

申
、
尤
出
来
合
之
麦
飯
ハ
差
出
候
事

一
家
内
之
者
衣
類
有
来
之
物
ニ
而
五
ヶ

年
之
間
相
済
シ
、
少
も
新
出
来
仕
間

敷
事

一
家
内
上
下
和
順
、
物
事
存
寄
ヲ
不

出
、
何
事
も
致
相
談
、
最
慇
懃
ニ
相

暮
可
申
事

【
７

家
法

読
み
下
し
文
】

家
法

一
五
か
年
の
間
諸
事
大
倹
約

つ
け
た
り
、
先
祖
の
年
忌
法
事
な
ど
し
き
た
り

よ
り
十
か
一
に
仕
り
候
こ
と

一
一
家
中
音
信
贈
答
一
切
あ
い
断
り

申
し
た
し

一
毎
日
朝
は
粥
、
昼
は
麦
飯
五
斗
、
味
噌
汁
、

夕
は
麦
飯
の
茶
漬
け
、
香
物
に
過
ぎ
ず
、
家
内

五
人
に
て
米
・
麦
・
野
菜
物
・
薪
、
諸
事

の
価
二
匁
に
て
あ
い
済
ま
し
申
す
べ
き
こ
と

一
禁
酒つ

け
た
り
、
近
辺
の
御
懇
家
、
た
と
え
遠
方
の

ご
一
類
方
お
越
し
こ
れ
あ
り
候
と
も
、
酒
出
し

申
さ
ず
、
も
っ
と
も
出
来
あ
い
の
麦
飯
は
差
出
し
候
こ
と

一
家
内
の
者
衣
類
有
り
き
た
り
の
物
に
て
五
か

年
の
間
あ
い
済
ま
し
、
少
し
も
新
出
来
仕
る
ま

じ
き
こ
と

一
家
内
上
下
和
順
、
物
事
存
じ
よ
り
を

出
ず
、
何
事
も
相
談
い
た
し
、
最
も
い
ん
ぎ
ん
に
あ
い

暮
ら
し
申
す
べ
き
こ
と
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一
浜
方
仕
様
、
何
事
も
江
戸
屋
市
右
衛
門
・

小
西
屋
新
助
御
両
人
之
御
差
図
ニ
随
ひ
、

少
も
我
意
相
立
申
間
敷
、
是
迄
之
番

頭
ニ
相
代
、
未
明
よ
り
起
き
、
急
度
出
情

可
致
事

右
定
法
通
少
ニ
而
も
於
相
背
、
第
一

明
神
蒙
御
罰
、
家
名
滅
亡

眼
前
也
、
左
候
へ
者
御
先
祖
代
々
江
之

大
不
孝
、
子
々
孫
々
迄
汚
名
残
シ

残
念
存
、
銘
肝
胆
、
恐
レ
謹
ミ
可
申
、

為
其
一
札
如
件

天
保
四
癸
巳

吉
和
屋

正
月

弥
右
衛
門

㊞

光
禅
寺
様

一
類
一
統
様

一
浜
方
仕
様
、
何
事
も
江
戸
屋
市
右
衛
門
・

小
西
屋
新
助
ご
両
人
の
御
指
図
に
随
い
、

少
し
も
我
意
あ
い
立
て
申
す
ま
じ
く
、
こ
れ
ま
で
の
番

頭
に
あ
い
代
わ
り
、
未
明
よ
り
起
き
、
き
っ
と
出
情

致
す
べ
き
事

右
定
法
通
り
少
し
に
て
も
あ
い
背
く
に
お
い
て
は
、
第
一

明
神
の
お
罰
を
蒙
り
、
家
名
滅
亡

眼
前
な
り
、
左
候
ら
え
ば
御
先
祖
代
々
へ
の

大
不
孝
、
子
々
孫
々
ま
で
汚
名
残
し

残
念
に
存
じ
、
肝
胆
に
銘
じ
、
恐
れ
謹
し
み
申
す
べ
し
、

そ
の
た
め
一
札
く
だ
ん
の
如
し

天
保
四
癸
巳

吉
和
屋

正
月

弥
右
衛
門

㊞

光
禅
寺
様

一
類
一
統
様
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